JNTO、サステナブル観光テーマのパンフ制作
10個のテーマ設定、50の観光コンテンツ紹介
　日本政府観光局（JNTO）はサステナブル・ツーリズム（持続可能な観光）の観点から訪日旅行の魅力を伝えるデジタル・パンフレットを制作した。サステナブル旅行を志向する具体的なターゲット層を設定した上で10個のテーマを設定し、施設やアクティビティなど50のコンテンツを紹介している。
　JNTOは今年度の重点活動の1つとしてサステナブル・ツーリズムの取り組みを挙げている。今回のパンフレットもこの取り組みの一環として制作したもの。
　サステナブル・ツーリズムの推進にあたってJNTOは「訪問地ならではの本物の体験を志向するとともに、旅行先にポジティブな影響をもたらしたい旅行者」をターゲットとして設定。その上で、今回制作したパンフレットなどを活用し、サステナブル・ツーリズムの旅行先としての日本の認知度・興味関心を高めることを目指す。
　パンフレットに掲載したコンテンツは「自然を楽しむアウトドア・アクティビティ」「エコ・フレンドリーな宿泊施設」「地域に根付く伝統芸能」など10のテーマ別に50のコンテンツを掲載した。さらに特集として「観光を通じた東北震災復興」「先住民族・アイヌ文化」に関する記事も収録した。
　コンテンツの選定にあたっては、自然・文化の観光への利活用、低環境負荷の取り組み、地域への収益還元といったサステナビリティの観点からの評価を行ったほか、観光コンテンツとしての訴求力なども考慮した。
　さらに、サステナブル・トラベラーの価値観を意識し、訪問地の自然や文化が地域住民によってどのように継承されてきたか、旅行者が自らの旅行体験を通じて、地域にどのように貢献できるかといった要素を共感が得られるトーンで制作した。
　JNTOはパンフレットに加えサステナブル・ツーリズムの特設ページの解説や広告・広報の強化なども進めていき、情報発信を強化していくとしている。
※写真＝JNTOが制作したサステナブル・ツーリズムのデジタルパンフレット
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